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Ⅰ章 研究の概要

１ 研究の全体像（概要図）

平成19年度研究主題

   

「思考力」をはぐくむ学びの創造（２年次）
－脳神経科学研究との連携－

思考様式の長期記憶化をめざした授業づくり

よりよい時程編成の確立を求めて

昨年度の実践と脳神経

科学研究の知見から

思考様式の長期記憶化を促す教材

脳の活性化を図る時程編成

生活習慣の向上に向けた家庭との連携

「思考力」育成に関する研究

「家庭の教育力の低下」

「子育ての不安」を受けて

簡略化・焦点化すること

繰
り
返
す
こ
と

これまでの研究（平成15～18年度）

①脳神経科学研究の知見に関する情報の収集

②授業づくりに生かせそうな知見を比較・分類

１日の時程におけるドリル学習の位置付け

脳神経科学研究の知見に基づいた授業づくり

脳の活性に鑑みた時程編成の在り方
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【平成15～17年度】 【昨年度（平成18年度）】

様々な事柄と結び付けること

思考様式（思考の仕方に関する手続き的な知識）を脳内に

長期記憶として保存させるために有効な教材の開発

「
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を

誘
発
す
る
こ
と

脳が活性化するために必要な時間の検証

脳が活性化した状態の持続時間の検証

脳神経科学研究の知見に基づいた，よい生活習慣の紹介

家庭（保護者）の意見を取り入れ，相互交流


